
 

 

［成果情報名］黒毛和種繁殖牛に対する「たちすずか」WCS の飼料特性を活かした飼料設計 

［要約］「たちすずか」WCS は非繊維性炭水化物（NFC）が高く、粗蛋白質（CP）が低い飼

料である。要求量に対する CP 不足を補った上で、飼料全体の NFC と分解性蛋白質（DIP）

の比率（NFC/DIP）を 5.0～6.0 程度にすると、分娩後に良好な繁殖性が維持できる。 
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［背景・ねらい］ 

飼料イネ「たちすずか」は茎葉部の糖含量と繊維の消化性が高い特性を持ち、ホールク

ロップサイレージ（WCS）調製すると発酵品質や非繊維性炭水化物（NFC）が高く、粗蛋白

質（CP）が低い飼料特性を示す WCS が生産される。「たちすずか」WCS は発酵品質が高い

ため、ウシの嗜好性も良いが、肉用種繁殖牛への給与においては、NFC が高く、CP が低い

飼料特性を念頭に置いた、適切な飼料設計と給与が重要となる。肉用種繁殖牛に対する飼

養管理においては、ルーメン内で、生息する微生物の増殖基質となる分解性蛋白質

（DIP）と活動エネルギー源である NFC のバランスが、胚採取成績に影響する事が示され

ており、このバランスは分娩後の繁殖成績に影響する事も想定される。そこで、黒毛和種

繁殖牛に対して「たちすずか」WCS を取り入れた飼養管理を行い、生産性（分娩後の繁殖

性）への影響を明らかにし、高生産性が維持できる飼養管理技術を開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．分娩予定 1 ヶ月前から授乳期（分娩後 3 ヶ月間）に、「たちすずか」WCS10kg/day

（原物）と乾草（原物で 4～6kg）を併用給与する場合、濃厚飼料（配合飼料、大豆か

す、ヘイキューブ）による調整で、飼養標準の養分要求量はほぼ充足できる（表 1）。 

２．黒毛和種繁殖牛の体重推移は、飼料として「たちすずか」WCS 給与を取り入れても、

乾草主体給与の慣行飼養管理と変わらない。授乳期の体重に大きな減少はなく、栄養状

態は良好に維持できている。また、子牛の発育も慣行飼養管理と変わらない（図 1）。 

３．黒毛和種繁殖牛の CP 充足率が 80%以上の条件下で、給与飼料全体の NFC と DIP の比

率（NFC/DIP、「低」4.0 未満、「中」4.0～5.0、「高」5.0～6.0）によって分娩後の

繁殖成績を比較した場合、「たちすずか」WCS 給与を取り入れた飼養管理では、この比

率を 5.0～6.0 程度に調整すると、分娩後の良好な繁殖性（空胎期間 80 日以下など）を

維持できる（図 2）。 

４．「たちすずか」WCS と併用給与する乾草種が異なっても、濃厚飼料による調整で

NFC/DIP の値を 5.0～6.0 に調整することができる（表 2）。 

５．「たちすずか」WCS の飼料特性を考慮した飼料設計で飼養管理を行えば、黒毛和種繁

殖牛の能力を適切に引き出すことができる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．「たちすずか」WCS は、TDN60%前後、発酵品質優良で、黒毛和種繁殖牛の嗜好性が高

いもののみを給与し、ロールフィルムの損傷による二次発酵やカビや顕著な酵母発生が

認められたものは使用しない。 

２．妊娠末期から授乳期の黒毛和種繁殖牛に対して「たちすずか」WCS 給与を行う場合、

今回提示した飼料設計に基づいて飼養管理を行えば、分娩後の優良な繁殖性を維持でき

ると考えられるが、実際の飼料設計、給与の際には用いる飼料の成分分析を行い、微調

整することが必要である。 

 




